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新しい文化政策プロジェクト 2024 年勉強会シリーズ  

第 4回 どう生かす？ 提言「社会の分子ではなく、分母としての文化政策」 

 

日時：12 月 13 日（金）14：00～16：00 

会場：京都大学芝蘭会館別館 地下会議室および Zoom 

発話：今泉柔剛氏（文化庁審議官） 

参加者：朝倉由希、大島光春、佐野真由子、鈴木佳子、山田奨治、山本麻友美 （以上プロ

ジェクトメンバー）他 20 名 

 

文化庁審議官の今泉柔剛氏を招き、提言をどのように読んだのかをお話しいただいた。 

冒頭、今泉氏からは、京都で過ごすようになり一番強く感じるのは、仏像や建物などの目

に見えているものに加え、目に見えない部分、その背景にある歴史や思いであるとの話があ

った。 

続いて、文化芸術基本法の中では文化が定義されていないと前置きをしつつ、提言の中の

「文化とは人々の生き方そのもの」には賛同するが、加えるなら「他者との共感」という点

が必要ではではないかとの意見があった。生き方が世代を超えて共有される時、それは文化

となりうる、ならば、戦争、災害、人口減少等、共有が途絶える危機的な状態への対処にこ

そ、行政の役割があるのではないかと語った。また、提言の中では「文化政策とは、人々の

生き方全般の基盤となる社会のあり方について、為政者が示すべき大きな方針」とあるが、

現在、文化庁が取り扱うのは限られた領域でしかなく、社会の分母として文化政策を実現す

るためには、多様なパートナーが必要と率直に述べられた。 

加えて、今泉氏は「文化とは人々の生き方そのもの」であるなら、文化政策は何のために

あるのかについて、「人々の幸福の実現」であると位置付けた。またその幸福は、経済的な

指標や利便性によって測られるものではなく、人と人との関わり合い、その交流の濃淡によ

って達成されるものではないか、と述べられた。そこには、物を通じて行われる世代を超え

た対話も含まれている。 

 

また、提言の中の「選択肢が多い社会を」には賛同の意を表し、現在の学校教育、社会の

あり方には課題があるとの認識を示された。今は、変化が激しく価値観が多様化する VUCA

の時代、間違いや失敗こそが成長のポイントであり、挑戦を続ける人が求められる時代であ

るが、実際にはそのような生き方の選択肢が少なく、可能性を狭めている状態ではないか、

との見解だった。幸福のあり方自体が多様化する中で、画一化された大量消費社会ではなく、

価値のないところに見出す新たな価値＝唯一無二性が大切であると語った。 

 

参加者からは、誰もが今泉氏のような意識を持つわけではない中で、どうすればその思い

を共有できるのか、という疑問が投げかけられた。今泉氏自身も、その意識は、次の世代に
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引き継いでいくことに覚悟を持った人たちとの交流の中で培われてきたものであると、自

らの経験を通して語った。その他、観光や高齢化の進む地域社会の問題、教育、多層性や外

部の視点といった観点から活発に意見や感想が述べられた。 

 

今回の勉強会のタイトルにもあるように、提言や提言の背景にある考えや思いを、社会の

中でどう生かし、伝えていくのかについては、今泉氏が述べた政策実現や幸福の実現ともつ

ながり、最も難しい点だろう。 

行政の中での会議体や施策の継続性については、担当者の異動がネックとなり、思いをい

かに伝えていくかに課題があるという話題もあった。今泉氏からは、永続したいのであれば、

政令、法令、法律などで規則化が必要だが、提言に記載のある文化政策官を仮に設置した際

も、それはひとりの人間であり、ポストを設ければよい、といわけではなく、思いを同じに

することにこそ重点があると述べられた。 

会の途中で、佐野が述べたように、現実と社会の成熟度が合ってない場合、そのひずみは

個人へのしわ寄せとして現れる。どのような順番、手順で、社会の変革を進めるべきか、に

ついては今後も熟議が必要だろう。今泉氏が最後に述べた、経験や考え方が異なる人が集ま

る多様な社会の中で、そのようなプロセスには特効薬はなく、地道にこの勉強会のような場

を重ねることが共有を可能にする有意義な方法である、との言葉を改めて考えたい。 

 

文責：山本麻友美 


